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Agenda

1. ITS情報通信システム推進会議の紹介
 活動方針と体制
 自動運転に関わる成果
 5.9GHz帯V2X通信に係る活動

2. 5.9GHz帯V2X通信の検討状況
 総務省 周波数再編アクションプランなど
 政府全体の高速道路における自動運転実証など

3. 5.9GHz帯V2X通信の社会実装に向けた課題と要望
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ITS情報通信システム推進会議の紹介 －活動方針と体制－

次期システム企画 TG

セルラーシステム TG 

5GHz帯路車間通信検討 WG

ITSプラットホーム WG

ミリ波 WG

広報 WG

700MHz帯ITS実用化専門委員会

国際対応専門委員会

高度化専門委員会

WG： Working Group
SWG： Sub Working Group
TG： Task Group

総会

事務局：電波産業会（ARIB）

運営委員会

企画部会

技術企画委員会

相互接続 TG 

標準化推進 TG

国際標準化推進 TG

路路間通信ｼｽﾃﾑ検討 TG 

車車間通信ｼｽﾃﾑ推進 TG 

ミリ波レーダーSWG

ミリ波通信SWG

自動運転検討に関する検討は、高度化専門委員会
無線方式検討TGに加え、セルラーシステムTG、
700MHz帯ITS実用化専門委員会、ITSプラットホー
ムWGにおいても実施中。

• ITS情報通信システム推進会議は、ITSの推進に向けて、民間企業・政府関
係機関等約100団体が業種・業界の枠を超えて集結。1999年の設立以来、
DSRC、700MHz帯ITS及び79GHz帯高分解能レーダーの標準規格の
原案策定など、具体的な成果を創出。

• 現在は、自動運転で必要となる通信方式の検討や、ITS用周波数の国際調
和に向けた活動等、ITS情報通信システムの研究開発や標準化、普及啓発
活動を推進。5.9GHz帯V2Xについても技術検討推進中。

次世代ITSに有効な
無線通信方式の検討

現在27社/団体より約70名
の構成員にて活動中

（自動車メーカー、通信機器
メーカー、通信キャリア、等）

運用支援 TG

協調型自動運転通信方式検討WG

CAV検討 TG 

サスティナブルITS通信アーキテクチャWG

サスティナブルITS推進委員会

無線方式検討 TG

放送システム SG
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ITS情報通信システム推進会議の紹介 －自動運転に関わる成果－

SIP協調型自動運転ユースケースに関する
通信シナリオ／通信要件の検討資料

ITS FORUM RC-017 1.0版

2022年 6月24日 策定

ＩＴＳ情報通信システム推進会議

自動運転に関する技術検討を実施し、その成果をITS情報通信システム推進会議Web上にて公開中

Study report on communication scenarios
and requirements for "SIP Use Cases for 

Cooperative Driving Automation"

ITS FORUM RC-017 Version 1.0
(Simplified version)

Established on June 24, 2022

ITS Info-communications Forum of Japan
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ITS情報通信システム推進会議の紹介 －5.9GHz帯V2X通信に係る活動－
高度化専門委員会無線方式検討TGにおける通信仕様(案)／実験用ガイドラインの検討フロー

既存ITS通信
ベースに検討
方向性を探る

②通信仕様
（素案）
検討

ユースケース
毎に

整理・分析

総務省 調査
検討等と連携
して推進

課題抽出／対策方式検討

③机上検証
数理モデル
解析

⑤基礎検証
・シミュレー
ション／実験

⑦実機
検証

⑥通信仕様
（案）
／実験用
ガイドライン

簡易的に
可能性を検討

関係者との整合

①前提条件
整理

通信要件
抽出

各種ユース
ケース
・自工会
・SIP

ユースケース
の深堀

通信シーケンス／対策見直し

④通信要件、
通信シナリオ
の詳細検討

模擬環境
/実環境

仕様／条件等見直し

策定/改定

【活動経緯】：これまで自動運転を想定したユースケース向けの通信仕様として、自工会が作成した「自動運転向けITS通信活用シーンと通
信手順（案）」に基づき、2019年10月に「自動運転(自専道)通信活用ユースケース向け通信システムの実験用ガイドライン ITS FORUM 
RC-015 1.0版」を策定。その後、SIP協調型自動運転ユースケース第1版をインプットとして2022年6月に「SIP協調型自動運転ユースケー
スに関する通信シナリオ／通信要件の検討資料 ITS FORUM RC-017」を策定。

【今後の活動】
自動運転向け実験用ガイドラインの策定に向け、⑤基礎検証シミュレーション/実験、⑦実機検証の結果を踏まえ、
⑥通信仕様(案)／実験用ガイドラインの策定を進める。これによりV2Xの検討がさらに促進することを目的とする。

今後実行が必要な範囲
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5.9GHz帯V2X通信の検討状況 －総務省 周波数再編アクションプランなど－

 総務省「自動運転時代の“次世代のITS通信”研究会」における検討を踏まえ、令和８年度中目途
の周波数割当てに向けて技術的検討が進められている

 政府全体の高速道路における自動運転実証に向けて、総務省予算を活用し、実証地域について、
5.9GHz帯V2X通信の実証環境整備（放送事業用無線局の周波数変更）が進められる予定

周波数再編アクションプラン（令和５年度版） 自動運転の社会実装に向けたデジタルインフラ整備事業

総務省資料（https://www.soumu.go.jp/main_content/000918341.pdf）（https://www.soumu.go.jp/main_content/000926041.pdf）より引用

https://www.soumu.go.jp/main_content/000918341.pdf%EF%BC%89%EF%BC%88https:/www.soumu.go.jp/main_content/000926041.pdf
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5.9GHz帯V2X通信の検討状況 －政府全体の高速道路における自動運転実証など－

 高速道路における自動運転実証については、関係省庁連携で検討が進められており、
－新東名高速道路（2024年度～）東北自動車道（2025年度～）の一部区間を先行地域として検討
－合流支援等には、5.9GHz帯を含むV2X通信を活用
する計画となっている

自動運転トラック実証の概要（国交省） デジタルライフラインの考え方（経産省）

国土交通省資料（https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001623770.pdf）より引用
経済産業省資料（https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/lifeline_kaigi/autowg/dai2_1215/siryou_2.pdf）より引用

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001623770.pdf
https://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/digital_architecture/lifeline_kaigi/autowg/dai2_1215/siryou_2.pdf
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5.9GHz帯V2X通信の社会実装に向けた課題と要望

協調型自動運転の実現に向け、高速道路／一般道、合流部／交差点など、各種環
境での実証実験によるデータ取得が重要。
また諸外国に遅れをとらないためにも、フィールド実験を加速し、広く全国で実証を積み重
ねる必要がある。そのための仕組みや制度整備に期待。

• 道路模擬環境／実環境における通信性能評価
– 通信要件に対する性能検証：電波伝搬特性評価、1対1通信性能評価、N対N通信性能評価

• ユースケースの実現性検証
– ユースケースの環境・運用条件を踏まえた通信性能評価、フィールド実験による通信プロトコルの評価

• 同一条件下にて繰り返し試験可能な環境確保
– 車両の配置、走行状況などをパラメータとした通信実験の実行

実証実験の主な目的と内容は以下。これらが実行可能な環境が必要となる
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5.9GHz帯V2X通信の社会実装に向けた課題と要望

• 将来の自動運転向けV2X通信の実用化に向けて、5.9GHz帯の利用環境整備（周
波数再編など）を推進して頂きたい
– V2X（V2I・V2V）の社会実装には、全国の道路環境にて利用できるように整備する必要がある

• 2024年度から開始される実証実験に向けて、5.9GHz帯V2Xの実験試験局免許手
続きを円滑に実行できる措置を検討して頂きたい
– 既存免許人(放送事業者等)の負担を減らす施策としても必要

ITS情報通信システム推進会議の活動
 ITSの推進に向けて、民間企業(自動車メーカー、通信機器メーカー、通信キャリア、等)・政府関係機関等、
約100団体が業種・業界の枠を超えて集結

 これまでDSRC(ETC)、700MHz帯ITS及び79GHz帯高分解能レーダーの標準規格の原案を策定
 ITS用周波数の国際調和活動、ITS通信の研究開発や標準化、およびITSの普及啓発活動を推進
 現在は、自動運転で必要となる通信方式の検討、5.9GHz帯V2Xについて技術検討推進中

ITS情報通信システム推進会議は、ITSの普及啓発の観点から、
V2X通信方式の評価、実験用ガイドラインの整備などに協力させて頂きます。
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ご清聴ありがとうございました
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